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　「葛
くず

」を用いて繊細な細工を
施す民芸品「水口細工」。
　かつて、日常品として制作
されたほか、伊勢神宮が20年
ごとに建物を建て替える式年
遷宮では、毎回、水口細工の
箱などを奉納していました。
昭和40年代に最後の伝承者が
亡くなってからは、作り方がわからなくなり、また材料も入
手困難となったため、衰退していったそうです。
　水口中央公民館の講座では、この水口細工を復元させよう
と、７年前から地元の皆さんが活動されています。研究の結果、
使われている材料もわかり、最近では、身近なところでも調
達できるようになってきたそうです。
　代表の橋本さんは「皆さんのお宅の蔵に眠っている文献や
作品があれば参考にしたい。」と話しています。情報を水口中
央公民館（☎62-0488）までご連絡ください。

　

交
通
安
全
啓
も
う
全
国
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
が
９
月
11
日（
火
）、
甲
賀

市
を
訪
問
し
、
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
か
ら
の
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
住
民
の
交
通
安

全
意
識
を
高
め
、
地
域
に
根
ざ
し

た
交
通
安
全
活
動
の
実
践
を
図
る

た
め
、
全
国
を
巡
回
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

伝
達
式
で
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

伝
達
の
ほ
か
、
水
口
西
保
育
園
の

５
歳
児
28
名
が
、
交
通
ル
ー
ル
を

盛
り
込
ん
だ
「
サ
ザ
エ
さ
ん
の
交

通
安
全
の
お
や
く
そ
く
」
の
歌
な

ど
を
歌
っ
て
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

を
つ
く
る
に
は
、
運
転
手
の
自
覚

と
責
任
が
必
要
で
す
。
一
人
ひ
と

り
が
ゆ
ず
り
合
い
の
気
持
ち
を

も
っ
て
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め

た
い
も
の
で
す
。

n

�交通ルールを
守る歌を披露
する水口西保
育園児

～水口中央公民館講座～

n�

中
嶋
市
長
も
「
伝
承
技
術
を
復
活

さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
講

座
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
を
激
励

n

昨年の文化祭に出品された作品

n�

メッセージを伝達
するキャラバン隊

文
化
協
会
の

　

皆
さ
ん
に
感
謝
！

　

敷
地
の
広
い
忍
の
里
プ
ラ
ラ
に
お
お
い
茂
る
雑
草
を
見

か
ね
た
甲
南
文
化
協
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
毎
月
、
草
引

き
を
始
め
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
で
３

回
目
、
写
真
は
９
月
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）
に
職
員
と

の
協
働
で
作
業
を
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。　
　

　

普
段
は
趣
味
に
腕
を
振
る
っ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
で
す

が
、「
プ
ラ
ラ
が
き
れ
い
に
な
る
の
な
ら
！
」
と
暑
い
な
か
、

時
間
を
つ
く
っ
て
プ
ラ
ラ
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
多

く
の
方
の
協
力
の
お
か
げ
で
プ
ラ
ラ
の
施
設
周
辺
は
美
し

く
、
利
用
さ
れ
る
市
民
の
方
々
に
も
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
で
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

n�「プララをきれいに」
と草引きをされる甲
南文化協会の皆さん

伝承工芸「水口細工」を再び

交
通
事
故
撲
滅
を
め
ざ
し
～
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
来
庁
～

n

�きれいになった
忍の里プララ

　甲賀町の鹿深夢の森で「和太鼓サウンド夢の
森2007」が８月25日㈯開催され、2,500名を超え
る観客で会場は満員、熱いサウンドが甲賀の地
に響きました。
　このイベントは今年で10周年を迎え、プロに
よる一夜限りのスペシャルユニットが結成され
ての演奏があるなど、例年以上に会場が盛り上
がりました。
　第１回目から参加の地元小佐治すいりょう太
鼓は、このイベントをずっと支え共に成長して
きました。また、オープニングを務めた甲賀
忍玉太鼓団は日頃の練習の成果を発揮し、元気
いっぱいの演奏を披露しました。
　最後は、花火が夏の夜空を焦がし、会場の皆
さんは過ぎ行く夏を惜しんでいました。

甲賀の地に響く
　　和太鼓サウンド

7
世
界
一
を
励
み
に

　
　

さ
ら
な
る
挑
戦
を

世
界
少
年
野
球
大
会
日
本
代
表

北き
た
ば
や
し林
雅ま

さ

也や

さ
ん（
土
山
町
山
女
原
）

地域で活躍されている元気な方
を紹介するコーナーです。

　

８
月
に
メ
キ
シ
コ
で
開
催
さ
れ
た

硬
式
野
球
の「
世
界
少
年
野
球
大
会
」

に
出
場
し
た
北
林
雅
也
さ
ん
。　

　

県
内
で
た
だ
一
人
、
日
本
代
表
20

人
の
一
員
と
し
て
選
ば
れ
た
北
林
さ

ん
は
、
現
在
、
土
山
中
学
校
３
年
生
。

野
球
の
コ
ー
チ
を
し
て
い
た
お
父
さ

ん
の
影
響
で
、
小
学
３
年
で
野
球
を

始
め
、
中
学
１
年
か
ら
は
、
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
「
オ
ー
ミ
ボ
ー
イ
ズ
」
に
入

り
、
外
野
と
投
手
の
経
験
を
積
ん
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
陸
上
部
に
所
属
、
短

距
離
を
得
意
と
し
、
２
年
の
県
中
学

総
体
で
は
1
0
0
メ
ー
ト
ル
で
２
位

と
い
う
実
力
の
持
ち
主
で
す
。
そ
の

俊
足
を
活
か
し
、
オ
ー
ミ
ボ
ー
イ
ズ

で
は
、
２
年
生
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と

し
て
活
躍
。
中
学
最
後
の
夏
に
向
け

て
練
習
に
励
ん
で
い
た
５
月
末
に
、

日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
に
選
抜
さ
れ
た

と
の
通
知
が
届
い
た
そ
う
で
す
。「
驚

い
た
と
同
時
に
メ
キ
シ
コ
の
地
で
全

国
や
外
国
の
選
手
た
ち
と
プ
レ
ー
が

で
き
る
喜
び
で
胸
が
高
鳴
っ
た
。」

と
そ
の
と
き
の
興
奮
を
語
り
ま
す
。

　

大
会
に
は
、
６
か
国
10
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
日
本
が
３
連
覇
。
北
林
さ

ん
は
、
５
試
合
中
３
試
合
に
５
番
左

翼
手
で
出
場
さ
れ
ま
し
た
が
、
外
国

の
選
手
の
投
げ
る
重
い
球
に
苦
し

み
、
思
う
よ
う
に
打
て
な
か
っ
た
と

の
こ
と
。「
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
高
い
レ
ベ
ル
の
野
球
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
、
反
省
が
で
き
ま
し
た
。

世
界
一
の
経
験
を
励
み
に
、
さ
ら
に

大
き
な
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
た

い
。」
と
世
界
の
舞
台
を
振
り
返
っ

て
、
ま
す
ま
す
意
欲
を
燃
や
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
敵
同
士
だ
っ
た
全
国
の
仲

間
た
ち
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
彼
ら

と
生
活
を
共
に
し
た
９
日
間
の
経
験

は
こ
れ
か
ら
の
北
林
さ
ん
の
力
と
な

る
は
ず
。「
野
球
の
強
い
高
校
に
進

学
し
、
将
来
は
プ
ロ
を
め
ざ
し
た

い
。」
と
話
す
北
林
さ
ん
の
今
後
に

注
目
で
す
。
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n

大人の100人太鼓で会場の熱気は最高潮に

n

�オープニングを飾った地元甲賀忍玉太鼓団の演奏

n

日本代表の選手たちと（中央列右から２番目が北林さん）
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